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12月定例会の議案から・常任委員会の審査概要

　
第
６
次
小
田
原
市
総
合
計
画
基
本
構
想
を
策
定
し
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
併
せ
て
現
在
の
第
５
次
小
田
原
市
総
合

計
画
基
本
構
想
の
計
画
期
間
を
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
と
変
更
し
ま
す
。

　
基
本
構
想
案
で
は
、「
人

口
20
万
人
規
模
の
都
市
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
る

が
、
目
標
年
度
で
あ
る
２
０
３

０
年
で
の
実
現
可
能
性
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
人
口
20
万
人
に
つ
い
て

は
、
非
常
に
高
い
目
標
を

置
い
た
と
捉
え
て
い
る
。
近
年

で
は
社
会
増
の
傾
向
が
出
始
め

て
お
り
、
主
に
東
京
圏
か
ら
の

移
住
を
増
や
す
と
と
も
に
、
子

育
て
世
代
を
呼
び
込
む
な
ど
、

都
市
イ
ン
フ
ラ
や
、
地
域
資
源

と
い
っ
た
小
田
原
の
特
徴
を
生

か
し
て
、
人
口
増
加
策
に
取
り

組
ん
で
い
け
ば
実
現
が
可
能
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
総
合
計
画
は
、
目
標
年

次
を
２
０
３
０
年
度
と
設

定
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
に
は
、

社
会
も
変
化
し
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。
３
年
ご
と
に
計
画
の
見

直
し
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
チ
ェ 

ッ
ク
体
制
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
今
回
、
総
合
計
画
の
策

定
に
当
た
っ
て
設
け
た
総

問答問答

合
計
画
審
議
会
を
常
設
の
形
と

し
、
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
や

そ
の
評
価
に
つ
い
て
意
見
を
頂

く
場
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。　

本
市
が
最
上
位
計
画
と

し
て
掲
げ
て
い
る
総
合
計

画
に
つ
い
て
、
人
口
は
都
市
と

し
て
の
最
も
根
幹
的
な
指
標
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
指
標
は

計
画
策
定
者
の
側
で
設
定
で
き

る
指
標
で
あ
る
が
、
そ
の
位
置

付
け
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　「
人
口
20
万
人
規
模
の

都
市
」
を
掲
げ
た
の
は
、

２
０
３
０
年
の
姿
と
し
て
、
小

田
原
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
目

標
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
実
施
し
、

小
田
原
の
暮
ら
し
が
今
ま
で
以

上
に
豊
か
に
な
る
状
況
を
生
み

出
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ

り
、
ま
た
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

問答

第
６
次
小
田
原
市
総
合
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
基
本
構
想
を
可
決

12月定例会の議案から
※�基本構想は、小田原市におけるまちづくりの基本的な理念を掲げ、小田原市が目指す
2030年の姿を描いたものであり、将来都市像を実現するために必要なまちづくりの目標
を示したものです。目標年度は、令和12年度（2030年度）となっています。

まちづくりの理念と2030年に目指すまちの姿
　小田原には、森里川海が「ひとつらなり」となった豊かな自然環境、長い
歴史の中で先人より継承されてきた文化・伝統産業、都心からほど良い距離
という立地、鉄道や高速道路などの交通インフラ、そして、我が国でも特筆
すべきレベルに成長した市民力や地域力といった人の力があります。
　こうした地域資源を生かしながら、人、地域、時代をつなぐまちづくりの
視点を大切にし、次世代に責任を持てる持続可能なまちを築くため、将来都
市像を次のとおり掲げます。
2030年に目指す小田原の姿　「世界が憧れるまち“小田原”」
　小田原の「豊かな環境の継承」を土台に、「生活の質の向上」と「地域経済
の好循環」を具現化することを目標に掲げ、社会の変化に対応した取組を的
確かつ迅速に推進することで、小田原に人や企業を呼び込み、人口20万人規
模の都市を目指していきます。
　そして、ポストコロナ社会を視野に入れながら、小田原の魅力を最大限に
磨き上げ、全ての市民が、このまちに住んで良かった、住み続けたいと感じ
る、郷土愛と誇りの持てる小田原を形成し、その魅力の発信を通じて、国内
外の人たちが行ってみたい、住んでみたいと憧れる「世界が憧れるまち“小
田原”」の実現につなげていきます。
まちづくりの目標と推進エンジン

まちづくりの目標
①  生活の質の向上
②  地域経済の好循環
③  豊かな環境の継承

※基本構想の一部を抜粋

まちづくりの推進エンジン
①  行政経営
②  公民連携・若者女性活躍
③  デジタルまちづくり

基本構想

総
務
常
任
委
員
会

に
お
け
る
質
疑

12月定例会の議案

総務常任
委員会資
料



厚生文教
常任委員
会資料

建設経済
常任委員
会資料
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12月定例会の議案から・常任委員会の審査概要
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
２
回
目
の
接
種
を
終
了
し
た

18
歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に
追

加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
を
行

う
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
受
け
、
実
施
に

向
け
た
体
制
確
保
お
よ
び
接
種

体
制
の
整
備
を
行
う
。

　
す
で
に
令
和
３
年
３
月
に
接

種
を
終
了
し
た
市
民
に
は
、
同

年
11
月
に
接
種
券
を
発
送
、
12

月
に
接
種
を
開
始
し
て
お
り
、

今
後
も
順
次
実
施
し
て
い
く
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
財
源
は
全
て
国
庫
負
担

と
な
る
。

　
ま
だ
初
回
接
種
が
終
わ 

っ
て
い
な
い
方
へ
の
対
応

は
。

　
初
回
接
種
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で

接
種
期
間
が
延
長
と
な
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
集
団
接
種
を
中

心
に
対
応
す
る
。

　
な
お
初
回
接
種
の
接
種
券
は

全
て
の
対
象
者
に
発
送
済
み
で

あ
る
が
、
新
た
に
12
歳
に
な
り
、

対
象
者
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
誕
生
月
の
翌
月
に
発
送
し

て
い
る
。

　
追
加
接
種
は
集
団
接
種

を
基
本
と
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
か
か
り
つ
け
医
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
も
、

予
約
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
を
行
う
の
か
。

　
予
約
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
と
予
約
シ
ス
テ
ム
で

の
受
け
付
け
で
統
一
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問答問答

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
経
済
活
動
に
影
響
を

受
け
た
中
小
企
業
者
に
対
し
、

本
市
融
資
制
度
に
よ
る
緊
急
経

済
対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、

当
初
の
想
定
を
超
え
る
利
用
が

あ
り
、
予
算
に
不
足
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
費
を
増

額
す
る
。

　
特
別
利
子
補
給
金
に
関

連
し
て
、
中
小
企
業
者
に

対
す
る
本
市
融
資
制
度
の
上
限

額
と
利
率
に
つ
い
て
伺
う
。

　
小
田
原
市
中
小
企
業
小

口
資
金
融
資
の
場
合
、「
通

常
枠
」
と
、
お
急
ぎ
の
方
を
対

象
と
し
た
「
ク
イ
ッ
ク
枠
」
の

２
つ
の
種
別
が
あ
る
。
通
常
枠

は
融
資
の
上
限
額
が
３
０
０
０

万
円
、
利
率
が
１
・
５
％
で
あ

り
、
ク
イ
ッ
ク
枠
は
上
限
額
が

３
０
０
万
円
、利
率
が
１
・
７
％

で
あ
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
に
よ

り
、
信
用
保
証
料
補
助
金

の
執
行
予
定
額
が
当
初
予
算
の

問答問

５
倍
以
上
の
規
模
と
な
る
が
、

そ
の
要
因
を
伺
う
。

　
こ
れ
ま
で
広
く
利
用
さ

れ
て
い
た
神
奈
川
県
の
無

利
子
・
無
担
保
の
融
資
制
度
が

５
月
末
で
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
利
用
さ
れ
て
い
た
中
小
企

業
者
に
お
け
る
本
市
融
資
制
度

の
利
用
が
急
激
に
増
加
し
た
こ

と
が
主
な
要
因
と
考
え
て
い
る
。

答

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

に
お
け
る
質
疑

建
設
経
済
常
任
委
員
会

 

に
お
け
る
質
疑

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種

　
　
　
　
　
　
感
染
症
予
防
事
業
　
17
億
２
３
１
９
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
２
０
０
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

総務、厚生文教、建設経済の３常任委員会は議
案審査のほか、各所管から報告を受け、質疑を
行っています。なお、12月定例会中の常任委員
会では次のような報告がありました。

総務常任委員会
・小田原競輪の今後の方向性
・小田原市ＤＸ推進計画（仮称）
・第３次おだわら男女共同参画プランの策定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

厚生文教常任委員会
・民間保育所（分園）の廃止
・民間保育所の認定こども園への移行
・病院職員に対する臨時的な手当の支給

建設経済常任委員会
・�小田原市下水道管路包括的維持管理業務

▲�追加接種（３回目接種）で使
用するファイザー社および武
田／モデルナ社のワクチン

〔新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業〕
当初予算額 補正予算額 合　計

信用保証料
補 助 金 1000万円 4200万円 5200万円

特 別 利 子
補 給 金 2000万円 1000万円 3000万円

融資預託金 1億円 3000万円 1億3000万円
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賛否一覧・陳情の採決結果等

　国による「子育て世帯への臨時特別給付金」については、０歳から18歳までの子どもの保護者で児童
手当の所得制限限度額未満の方に対し、子ども１人につき10万円相当の給付を行うこととされました。
　これを受けて、本市では先行給付の５万円について、12月定例会の中で
可決し（12億5965万８千円）、児童手当を受給している支給対象世帯には
12月24日に口座振り込みを行いました。さらに、残りの５万円についても、
現金で給付するとの方針から、12月21日に臨時会を開催し、補正予算（12
億5442万７千円）を可決し、同月27日に口座振り込みを行いました。

～ 子育て世帯への臨時特別給付金、全額現金で給付へ ～
　【一般会計補正予算】１２億544２万７千円

令和３年12月定例会・臨時会　賛否一覧
会　派　名

議
決
結
果

日本共産党 新生クラブ 公明党 誠　　風 志民・維新の会 緑風会
番　　　号 25 26 27 22 23 24 5 6 15 16 7 8 9 10 17 18 19 20 1 2 11 12 21 3 4 13 14

議　員　名

岩

田

泰

明

田

　中

　利
恵
子

横

田

英

司

俵

　
　
　鋼
太
郎

清

水

隆

男

小

　谷

　英
次
郎

荒

井

信

一

金

崎

　
達

奥

　山

　孝
二
郎

楊

　
隆

子

宮

原

元

紀

池

田

彩

乃

大

川

　
裕

鈴

木

和

宏

神

戸

秀

典

篠

原

　
弘

井

上

昌

彦

加

藤

仁

司

安

野

裕

子

鈴

木

敦

子

鈴

木

美

伸

杉

山

三

郎

武

松

　
忠

川
久
保

　昌

　彦

角

田

真

美

鈴

木

紀

雄

木

村

正

彦
議案第86号　令和３年度小田原市一般会計
補正予算

可
決×××○○○○欠○○○○

議
長
は
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん

○○○○○○○○○○○○○○

議案第86号　令和３年度小田原市一般会計
補正予算の修正案（第３表　債務負担行為
補正のうち、保育所給食調理委託料の削
除）
（田中議員ほか２名の修正案）

否
決○○○××××欠×××× ××××××××××××××

議案第94号　第６次小田原市総合計画基本
構想の策定等について

可
決×××○○○○欠○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○

議案第98号　小田原市職員の給与に関する
条例及び小田原市一般職の任期付職員の採
用等に関する条例の一部を改正する条例

可
決×××○○○○欠○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○

◦全23件のうち、賛否が分かれた議案のみ掲載しています。� ○：賛成　　×：反対　　欠：欠席
◦全議案および陳情の賛否については、ホームページでご覧いただけます。

賛否一覧

陳情の採決結果
件　　　　　　　　　名 結　果

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し国民のいのちと健康を守るための陳情 不採択
介護施設の人員配置基準の引き上げのために、国に対し意見書の提出等を求める陳情 不採択
精神保健福祉の改善に関する陳情 不採択

陳　情
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一般質問

一般
質問

　12月定例会では、21人の議員が
一般質問を行い、市政に対する疑
問点や将来の展望などについて、
市長等の考え方を確認しました。
ここではその一部を紹介します。
（※）は用語解説あり

≪質問一覧はＨＰで確認できます≫

そ の 他 の 質 問
◦国府津、前川海岸の防災・減災対策
◦小田原市の福祉と住宅施策

　東日本大震災の発災時、被災地で開設され
た避難所で、地域の人々は互いに支え合い、

「地域の絆の大切さ」が再認識された。自治会は
いざというときに地域の支えとなるが、本市の自
治会加入率は現在 73％とのことである。そこで
自治会加入促進に向けた取り組みを伺う。

　現在、自治会総連合では自治会活動の目的
や必要性を認識していただくため、加入促進

ハンドブックの作成のほか、「自治会カードおだわ
ら」事業の実施などの取り組みを行っている。市
としても、これらの事業を支援するとともに、転
入者に対し加入案内リーフレットを配布するなど、
加入促進を進めている。今後も、現在の取り組み
を継続するとともに、自治会活動の負担軽減や、
未加入の方に自治会活動への関心を高めていただ
く取り組みを自治会総連合と連携して行っていく。

問

答

地域を支える自治会活動
加入促進に向けた取り組みは

　　楊　隆子

そ の 他 の 質 問
◦本市における公文書管理の現状と課題等

　建設工事の請負業者の選定について、現在
は「かながわ電子入札共同システム」で行わ

れている。
　現在の入札の運用において、どのような課題が
あると認識しているのか伺う。

　工事の入札を例にとると、入札参加資格者
名簿に登載された事業者数が少ない工種や等

級においては、発注する工事の予定価格や時期に
よって、入札に参加する事業者数が少なくなり、
競争性が低下することや、入札不調が生ずること
が課題であると考えている。

問

答

※「かながわ電子入札共同システム」とは、
　神奈川県等が共同で運営する入札に関するシステム
の総称。入札に参加するための競争入札参加資格申請
の手続きや、公共工事や物品の調達など一連の手続き
を、インターネットを通じて行うことができる。

本市における入札システム
運用面での課題は

奥山　孝二郎

そ の 他 の 質 問
◦�第６次小田原市総合計画を健全に推進するための不祥
事を防止する職員の働き方改革　　　　　　　　など

　市内のあらゆる地域で問題となっている子
どもの「道路遊び」について、改善を願う市

民の声を相当数聞いている。事故やトラブルの防
止のためにも市民等への啓発は重要であると考え
るが、本市の対応状況について伺う。

　子どもの安全の観点から、道路での遊びや
道路への飛び出し等について、市ホームペー

ジで注意喚起を行っている。
　また市内の幼稚園や保育所、小学校において、
市の交通安全教育指導員による交通教室を開催し、
子どもの発達段階に応じた交通安全に係る指導を
行っている。その中で、「道路遊び」の危険性につ
いて周知しているほか、交通教室に参加した保護
者に対し、「道路遊び」等に関する注意喚起のチラ
シを配布するなど、子どもや保護者に対する啓発
を行っている。

問

答

大きな事故やトラブルの未然防止
「道路遊び」に関する啓発は

川久保　昌彦
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一般質問

その他 の 質 問

　他市において、道路の損傷や公園遊具の不
具合、不法投棄等について市民がスマートフォ

ンやタブレット端末で専用アプリを用い、市に通
報するシステムが導入されている。
　本市が取り組む場合、公共施設や街区公園等も
通報の対象とするとともに、登録市民制にするこ
とでより市民サービス向上につながる情報が集ま
るのではないかと考えるが、市の考えを伺う。

　他の自治体においてスマートフォン等から
主に道路の不具合について通報する仕組みの

導入が始まっていることは承知している。また道
路以外にも公共施設等の不具合を把握するための
一つの有効な手段であると考えている。
　通報の仕組みにおける登録の有無や対応方法等、
検討すべき事項はあるが、他の自治体の事例を参
考に研究していく。

問

答

◦小田原市の支援教育

デジタル化による新たな仕組み
導入の可能性は

　鈴木　敦子

そ の 他 の 質 問
◦企業等との包括連携
◦放課後児童クラブと放課後子ども教室

　総務常任委員会で報告のあった小田原市
ＤＸ（※）推進計画（案）の中で、「行政サー

ビスのデジタル化の現状に対する満足度」調査が
あった。
　20歳代以下は７割を超える満足度がある一方、
30歳代以上はほぼ５割の満足度となっている。こ
の調査結果をどのように分析しているのか伺う。

　第６次小田原市総合計画市民意識調査では、
行政サービスのデジタル化の現状について、

全体として約６割が満足、約４割が不満と回答し
ている。
　高齢者世代において、満足度が低い傾向がある
ため、スマートフォン教室の開催等のデジタルに
触れる機会の拡大や、電子申請等のサービスの拡
充等、デジタル化に対する信頼性の向上に取り組む。

問

答

行政サービスのデジタル化に関する
満足度調査の結果とその分析は

　井上　昌彦

そ の 他 の 質 問
◦行政改革次期計画の策定
◦持続可能な地域維持事業の発展を図る方策　など

　鴨宮駅北口周辺は、ＪＲ東海道本線の駅前
という非常に高いポテンシャルを有する立地

であるが、南口周辺と比べ容積率が低く、事業採
算性の観点から、民間再開発事業の参入につながっ
ていないのではないかと考える。中高層建築物の
建築が可能となれば、マンション建設等の再開発
が進み、土地利用が促進されると考えられる。そ
こで、鴨宮駅北口周辺の近隣商業地域における容
積率の規制緩和が必要と考えるが、見解を伺う。

　北口周辺の近隣商業地域は、都市基盤が脆
弱なため、容積率を抑えた用途地域としてい

る。用途地域は、都市機能の配置や密度構成等の
観点から検討するとしており、北口周辺は、一定
規模以上の整形化された区域での整備では、用途
地域の変更も考えられるが、街区単位での整備で
は、地区計画制度による緩和を検討すべきである。

問

答

民間再開発による土地利用の促進
鴨宮駅北口の容積率（※）の規制緩和を

　杉山　三郎

≪DX（デジタルトランスフォーメーション）≫
　ＩＣＴの浸透が、人々の生活をあらゆる面
でより良い方向に変化させるという概念のこ
と。
　小田原市DX推進計画HOTOKU×デジタ
ル（案）では、新しいデジタル技術を取り入
れることにより、行政業務や市民サービス等
の在り方を変革し、地域課題の解決や地域経
済の活性化等を促進するものとしている。

≪容積率≫

　容積率（建築基準法第52条）とは、敷地面
積に対する建物の延べ面積の割合のことであ
り、商業地域といった13種類の用途地域ごと
の制限が市区町村の都市計画により定められ
ている（指定容積率）。
　同法では、原則として指定容積率を上回る
延べ面積の建物を建ててはならないことになっ
ている。

●●用語解説●●
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一般質問

その他 の 質 問
◦本市の情報公開に対する姿勢
◦第49回衆議院議員総選挙　　　　　　　　　　　など

　子どもが安心できる多様な居場所が確保さ
れていることは非常に重要であり、遊び場は

何よりも大切と考えている。
　人口20万人に向けて社会増を目指す本市にとっ
て、遊び場の多さや魅力は、子育て世帯の移住へ
の大きなアピールとなると考えられるが、子ども
の遊び場の重要性をどう考えているのか伺う。

　子どもの遊び場は健やかな成長の原点とな
る場所であり、こどもの森公園わんぱくらん

どや城址公園といった子どもが楽しめる施設や公
園等が身近にあることは、子育て世帯にとって魅
力的なまちであると考えられる。
　子どもの遊び場の充実は第６次総合計画基本構
想における「2030年の姿」の一つである「子ども
が夢や希望を持って成長できるまち」を実現する
上で必要な要素であると認識している。

問

答

本市における子どもの遊び場
その重要性をどう考えるか

小谷　英次郎

そ の 他 の 質 問
◦御幸の浜プール
◦マイナンバーカードに対する取り組み　など

　第６次小田原市総合計画には、「海を生か
したまちづくり」が盛り込まれたが、海と言っ

ても、切り口はさまざまである。他自治体でも見
られる海を生かした取り組みによるまちの魅力は、
「生活の質の向上」として輝き、移住定住、各種
産業が力強く働く「地域経済の好循環」を生み、
「世界が憧れるまち“小田原”」につながると思う
が、本市は何を柱として、どのような目的を持っ
て海を生かしたまちづくりを進めるのか伺う。

　海は、地域経済の好循環を生み出す重要な
資源の一つと認識しているが、まだその魅力

が十分に生かしきれていないと感じる。
　一方で本市漁業に欠かせない貴重な資源である
ことから、今後、関係者と丁寧に意見を交わしな
がら、漁業と観光とが共存する海の利活用を目指
し、まちづくりに生かしていく。

問

答

第６次小田原市総合計画における
「海を生かしたまちづくり」の主眼は

　宮原　元紀

そ の 他 の 質 問
◦子ども食堂の本市の将来的展望
◦小田原市新病院建設地近隣住民への対応

　「ヘアドネーション」は、特に小児がんや
先天性の脱毛症、不慮の事故などで頭髪を失っ

た子どものために、医療用ウィッグを作るための
髪を寄付するチャリティ活動である。市立病院が
「地域がん診療連携拠点病院」に指定されており、
本市は率先してヘアドネーションの周知や協力の
呼びかけを行うにふさわしいと思うがいかがか。
　また医療用ウィッグの購入について、金銭面で
のサポート整備は考えていないのか伺う。
た。　がん検診受診率向上を目的に、パネル展示、

チラシ配布、イベント参加、受診勧奨などの
普及啓発を実施しており、ヘアドネーションに取
り組む民間団体からそうした場の活用などの希望
があれば、相談に応じていく。また医療用ウィッ
グの購入費助成は、県内では３市が実施しており、
これらの実績や他市の動向を注視していく。

問

答

ヘアドネーションの周知と医療用
ウィッグ購入費助成への考えは

　角田　真美

そ の 他 の 質 問
◦新型コロナウイルス感染症対策
◦ナラ枯れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウ
イルスの感染を予防するHPVワクチン接種は、

予防接種の有効性が最も高い年齢（小学校６年か
ら高校１年相当）を定期接種としているが、これ
を過ぎてもその効果は有効とされている。しかし
「なるべく早めの接種がより有効」とされている
ことから、国勧告により積極的勧奨を中断してい
たことで、定期接種の機会を逃した方への接種を
早急に実施すべきと考えるが、市の対応について
伺う。

　平成25年から続いた積極的な接種勧奨の差
し控えにより、その当時、公費接種の対象で

あったが、機会を逃してしまった方について、現
在、国が対応について議論を開始したところであ
る。本市としては、国の動向を注視しながら、適
切な対応を行っていきたいと考えている。

問

答

子宮頸がん予防のＨＰＶワクチン
接種機会を逃した人への対応は

　岩田　泰明
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一般質問

その他 の 質 問
◦「デジタル化によるまちづくり」とスーパーシティは
　市民の暮らしのためになるのか　　　　　　　　など

鬼柳・桑原地区工業系保留区域
工業団地整備が進まなかった要因は

　横田　英司

　鬼柳・桑原地区については農業をされてい
る方等の意見から、農業用地としての価値は

尊重すべきと考える。その立場から、同地区が保
留区域に位置付けられて35年以上、工業団地整備
が進まなかった理由と西側区域整備に関し、地権
者同意が約９割となった理由を伺う。

　同地区は昭和59年の工業系保留区域の位置
付け以降、工業団地整備の意向調査を行って

きた。保留区域への賛同は多数だったが、営農継
続の希望や先に進出企業を探すべきとの意見等か
ら、事業化への合意が得られなかった。しかし東
側区域は平成26年に民間事業者から工業団地整備
の意向があり、地権者合意を得て、令和元年に市
街化区域に編入された。西側区域については営農
継続の難しさや地域活性化への期待、東側区域の
実績から約９割の方が同意したと聞いている。

問

答

そ の 他 の 質 問

　農福連携とは、障がい者や高齢者等が農業
分野での活躍を通じて社会参画を実現する取

り組みであり、農業の担い手不足の解消等の効果
も期待されている。本市では、社会福祉法人への
業務委託や県立養護学校と農業関係者との協働に
よるスクミリンゴガイ駆除の実績があり、高く評
価している。そこで本市の農福連携の進捗状況と
方向性を伺う。
た。　農福連携には、農業と福祉のマッチングが

重要であるため、農業従事者への調査を実施
しながら、情報を整理している。今後、その情報
を福祉事業者等と共有し、作業内容等の調整を行
う予定である。また地域によってさまざまな取り
組みがあることから、研究を進めてきており、そ
れらの事例も参考に、小田原らしい農福連携とと
もに、地域共生社会の実現に向け取り組んでいく。

問

答

障がい者や高齢者等の社会参画の場
「農福連携」の進捗状況と方向性

　安野　裕子

◦新型コロナウイルス抗原検査キットの導入と活用
◦中間的就労および就労準備支援

そ の 他 の 質 問
◦生活ごみに関する諸課題

橘地域の認定こども園（※）
地元住民への説明と対応は

　橘地域は、昭和46年の合併時に２つの公立
幼稚園が存在していたことから私立幼稚園等

が整備されてこなかった。昨今では近隣の民間保
育園を利用する家庭が増え、下中・前羽の公立幼
稚園からの小学校入学者の割合が少ない状況が続
いている。そのような中、公立認定こども園が整
備されるとのことであるが、地域にどのように情
報伝達をし、どのような意見があったのか伺う。

　地域自治会や前羽幼稚園・下中幼稚園の保
護者、子育てサークル利用者へのヒアリング

を行ったほか、就学前児童がいる世帯へのアンケー
トを実施した。その中で、給食の実施、駐車場整
備の必要性、預かり保育の実施、園バスの運行な
ど、さまざまな意見をいただいた。今後、コロナ
禍で延期していた地域住民への説明会を開催し、
引き続き丁寧な説明を行っていく。

問

答

　加藤　仁司

≪認定こども園≫
　就学前の子どもに幼児教育・保育を一体的
に提供する施設。幼稚園と保育所の両方の良
さを併せ持ち、保護者の就労の有無に関わら
ず利用可能。また、地域における子育て支援
を行う機能も兼ね備えている。

●●用語解説●●
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一般質問一般質問

その他 の 質 問
◦スポーツを通じたまちづくり
◦ガンダムマンホールプロジェクト関連事業

　ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」では、小田原
の北条氏が登場したが、その際にはどのよう

な誘客の取り組みを行ったのか。また今回の「鎌
倉殿の13人」も、鎌倉時代に関係するゆかりの地
として本市をＰＲする機会と考えるが、誘客に向
けた取り組みを伺う。

　「真田丸」では北条氏政役の高嶋政伸さん
に北條五代祭りの武者行列に御出演いただい

たほか、「春日局」では本市に稲葉氏一族、春日局
の墓所があることから講演会開催の経緯がある。
　「鎌倉殿の13人」については、ストーリーはま
だ不明だが、最初の戦いの場である石橋山古戦場
は大きな見せ場になると考えられるため、ホーム
ページに特集を作成するほか、観光パンフレット
への掲載、ＳＮＳを活用した情報発信、関連イベ
ントの実施、ツアーコースの作成などを進める。

問

答

ＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の13人」
ゆかりの地である本市の取り組みは

　荒井　信一

そ の 他 の 質 問
◦小田原市都市計画マスタープラン改定
◦公民連携

イオンタウンの出店計画
周辺商業者の意向把握と市の認識は

　　武松　忠

　ＪＴ小田原工場跡地へのイオンタウン出店
は、利便性の向上が期待されるものの、商業

に与える影響や周辺部の道路渋滞等、非常に市民
の関心の高い課題となっている。
　令和２年６月にイオンタウンから提出された変
更計画を受け、商業者等を対象に説明会を開催し、
意向把握に努めたとのことだが、その把握方法の
詳細と商業者の意向に関する市の認識を伺う。

　商業者の意向は、事業者と合同で計画の説
明会を開催したほか、出店反対の要望書を出

した商店会へ事業者と個別訪問して把握した。
　商業者からは売上への影響の懸念はあるが、互
いにメリットが享受できる取り組みを進めること
で一定の理解が得られたと認識している。また事
業者には今後も地元への適切な対応を求めていく。

問

答

そ の 他 の 質 問
◦子どもを取り巻く環境

　農地の保全には、さまざまな活用方法を検
討する必要がある。農業体験や観光農園への

需要は高まっており、大井町の「里山シェア大井
松田」、千葉県香取市の「クラインガルテン栗源」
といった農園が人気を博し、本市栢山で昨年行わ
れた稲刈りイベントには、県外からも参加があっ
た。また効果的な活用事例として、東京都港区で
は区外の、東京都あきる野市の協力を得て、同市
内で農業体験のみならず、さまざまな事業を展開
しているが、本市の農地活用の考えを伺う。

　小田原市農業振興計画策定時の市民アン
ケートでは、気軽に農業体験したいとの意見

があり、農業者アンケートでは、農業体験や観光
農園の開設に取り組みたいとの意見があった。こ
の結果を踏まえ、農産物の販売強化のため、農業
体験などを推進し、農地の活用を図っていく。

問

答

需要高まる農業体験や観光農園
保全に向けた本市の農地活用の展望は

　池田　彩乃

そ の 他 の 質 問
◦新型コロナウイルスワクチン接種
◦早川・片浦地域の活性化

　農業の基盤は、土地と水であり、良好な営
農条件を備えた農地や農業用水等を確保する

ため農業生産基盤の保全管理や整備は、農業生産
力を支える上で重要な役割を担っている。
　そこで本市における農道や水路の維持・保全お
よび林道の維持管理の取り組みの現状を伺う。

　農道や水路の維持・保全および林道の維持
管理は、本市だけでなく、農業や林業関係者

の協力により支えられている。関係者の減少や高
齢化等の進行に伴い、地元負担は増えると認識し
ており、地域の状況に応じて、維持管理に係る負
担が軽減できるような対策が必要であると考えて
いるが、今後も、引き続き
地域と連携し、農業、林業
に係る施設の適正な維持管
理に努めていく。

問

答

農業を支える農業生産基盤
維持管理の取り組み状況は

　鈴木　美伸
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そ の 他 の 質 問
◦公共施設包括管理業務委託
◦盛土による土砂災害の防止

一般質問

その他 の 質 問
◦小田原駅東口・西口広場の利便性・安全性の確保
◦教育現場における人材の確保

　第６次小田原市総合計画基本構想には、教
育の質の向上について取り組むことが述べら

られている。子育て支援の充実や質の高い教育の
提供により、市民の満足度を高め、さらには市外
から人を呼び込んでいくことは、とても重要であ
ると認識しているが、教育の質の向上についてど
のように考え、実現していくのか。

　「世界が憧れるまち“小田原”」実現のため
には、教育は重要な領域であり、新総合計画

の重点施策の一つに「教育・子育て」を掲げると
ともに、教育大綱の改定を進めている。
教育の質を向上させ、子どもたちが将来の夢を
持ち、社会を創る力と心を身に付けて成長してい
ける環境を整えるため、具体的には、新しい学校
づくりによる教育環境の整備やＩＣＴを活用した
教育の推進等に取り組んでいく。

問

答

第６次小田原市総合計画における
「教育の質の向上」の考え方は

　清水　隆男

そ の 他 の 質 問
◦介護予防・日常生活支援総合事業
◦放課後児童クラブが民間委託となったこの１年

　2021年10月31日の衆議院議員総選挙に当
たっては、選挙公報と投票所入場整理券につ

いて、「届くのが遅い」という声が市民から多く寄
せられた。選挙に対する市民の関心は高いもので
あるが、こうした中、誰もが安全に安心して投票
できるよう、要介護の方や障がいのある方に対し、
タクシー乗車に係る補助などを行ってはどうかと
考えるが見解を伺う。

　投票所までの往復分のタクシー無料乗車券
の発行や運賃の免除については、対象者の範

囲、支援の方法等、公平性の課題があると考えて
いる。今後、投票所への移動が困難な選挙人の投
票機会を確保するという観
点を踏まえ、移動支援に係
る他市の事例を参考に研究
していく。

問

答

誰もが安全安心に投票できるよう
タクシー乗車に係る補助の考えは

田中　利恵子

そ の 他 の 質 問
◦公民連携によるまちづくり
◦回遊性を高めるための方策

　「小田原市歴史的風致維持向上計画」は、
地域特性を生かしたまちづくりを具体的に進

める上で重要な計画といえる。地域特性を生かし
たまちづくりとして、かまぼこ通り周辺地区およ
び銀座・竹の花周辺地区の今後の方向性を伺う。

　かまぼこ通り周辺地区は、旧宿場町に残る
歴史的建造物を生かした街並みを形成するた

め、景観計画重点区域への段階的な指定に向け、
個別訪問等による合意形成を進めていく。また銀
座・竹の花周辺地区は、さらなる良好な街並みの
形成を目指し、地元協議会と地区計画や景観計画
重点区域の制度内容について、調査・研究を行っ
た上で、地域に適した制度を見極めていく。
　さらに各地元協議会を核に、地域が空き家・空
き店舗の利活用や景観形成、担い手育成などの課
題を、自ら解決できるよう引き続き支援を行う。

問

答

かまぼこ通り周辺地区および銀座・
竹の花周辺地区の今後の方向性は

　神戸　秀典

　小田原駅と真鶴町の石名坂を結ぶバス路線
について、バス事業者から退出意向が示され

たが、代替交通手段がない地域のため、本市は移
動手段の維持・確保に努めることとし、路線バス
の利用実態調査等を行うと聞いている。この調査
結果および今後の対応を伺う。
　　　近隣の学校や施設、乗客約100人に聞き取

り調査を行った結果、通勤・通学、通院と買
い物を兼ねた高齢者の利用が多いことが分かった。　
　この調査結果等を踏まえたバス事業者との協議
において、廃止予定であった令和４年度は「朝夕
を基本とした運行となるものの、経費の一部の補
助を受けることで、路線を確保できる」との意向
があった。令和５年度以降の運行については引き
続き協議を行っていくが、代替移動手段の早期導
入についても、検討する必要があると考えている。

問

答

廃止の可能性がある片浦地区バス路線
地域の移動手段確保に向けた対応は

　鈴木　和宏



▲議員と市長が登壇する演壇を使い発表

▲傍聴席

・議員になって大変だったことは？
・どうやって市民の声を聞いているの？

▼議長席の近くで記念撮影

▲アンケートを
　熱心に記入

▲議会の進め方にならって、児童は議員席から
▼質問し、議員は執行部席から答弁しました。

▲司会進行は議長席で

▲応接室

▲議長室（執務中の議長と対面） ▲議員ロビー

▲委員会室

施設見学

▲�児童は議員席と行政職員の席に座りました▲発表に対して議員が講評をしました

講　評
学習
発表

質　問
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タブレット端末を使った議場での学習発表と質疑応答
　事前に社会の授業で学んだ「本市の少子化」や「人口減少」といったテーマについて、各自が考え
た対策を10枚程度のスライドにまとめ、当日は、タブレット端末で発表を行い、議員から個別に講評
が行われました。児童からは、「とても緊張した」、「議場の雰囲気や設備に驚いた」などの感想があり
ました。

議会関連施設（議長室・応接室・傍聴席等）の見学と質疑応答
　議場にて議員から市議会についての説明を受けた後に、議会関連施設の見学を行いました。見学後は、
議場で議員に対し質問が行われました。議長役となった児童（３人）は、交代で司会進行を行いまし
た。児童からは「普段は見られないところを見学できてよかった」「議員のやりがいを聞いて、自分
も議員になりたいと思いました」などの感想がありました。

　12月には、市内２校（町田小学校・早川小学校）の６年生が議場見学に訪れました。これまでも学校等か
らの依頼により実施してきたところですが、今年度からは、新たな取り組みとして、議会報告会の一つの形
として議会広報広聴常任委員が主体となって運営・実施しています。

町田小学校
（６年生）
12月17日㈮

早川小学校
（６年生）
12月21日㈫
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☆次号の議会だより（令和４年５月１日発行予定）は、
　３月定例会の概要です。

３月定例会の施政方針演説、各派代表質問の一部を
J：COMチャンネル（地デジ11ch）で録画放送します。
（放送予定日：３月５日㈯、３月６日㈰）
詳細な時間や放送の順番につきましては、市議会ホー
ムページに掲載するほか、市議会メールマガジンでも
配信を行います。上記の放送以外にも、定例会の日程
や議案の賛否等、市議会に関する様々な情報を発信し
ています。
右のＱＲコードからメール
マガジンの登録が可能です。

３月定例会の予定

２／16㈬

本会議（第１日目）
提出議案等の説明、
質疑、施政方針演説
議会広報広聴常任委員会

２／18㈮ 総務常任委員会

２／21㈪ 厚生文教常任委員会

２／22㈫ 建設経済常任委員会

３／１㈫
本会議（第２日目）
各常任委員長審査結果報告、
採決、各派代表質問

３／２㈬
本会議（第３日目）
各派代表質問
議会広報広聴常任委員会

３／２㈬〜
３／24㈭

予算特別委員会

３／25㈮
本会議（第４日目）
予算特別委員長審査結果報告、
採決

議会改革検討委員会の設置
　本市議会は、より一層「開かれた議会」を目
指すため、諸課題について広範かつ詳細な調査
検討を行う議長の諮問機関として「議会改革検
討委員会」を令和３年11月30日に設置しました。
　検討期間は令和４年10月末までを目途とし、

「議員定数」、「本会議・委員会運営」、「議員提案
政策条例」などの全17項目について検討してい
ます。

委員構成
委 員 長：加藤  仁司 副委員長：安野  裕子
委　　員：田中  利恵子、 俵  鋼太郎、 楊  隆子、
　　　　　篠原  弘、鈴木  紀雄

議員懇話会研修会
　市政の諸問題についての研究を目的とする議
員懇話会研修会を、令和４年１月19日㈬に開催
しました。
「コロナ大不況後、

日本は必ず復活する」
をテーマに嘉悦大学ビ
ジネス創造学部教授の
高橋洋一氏に講演して
いただきました。

市議会の傍聴について
議会の映像配信について
　市議会ホームページでは、本会議及び委員会

（常任委員会と特別委員会）の中継について案
内しています。
　いずれもリアルタイムで中
継され、その後は録画配信と
して、会議録が完成するまで
の間に視聴いただけます。

▲高橋洋一氏


